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７月１日から西 話のようですが、笑い話で終わらないのが、Ｓ

中サマータイムが ＮＳ上のコミュニケーションの落とし穴です。

始まります。 こちらはトラブル事例集で見ました。小学校

内容は、６月初旬に出した案内のとおりです。 ６年のＤ君、冗談でＥ君の悪口をＳＮＳに記入。

始業時間が早まり、８時には着席となります。 Ｅ君には見られないように設定していましたが、

（朝練を行っている生徒にとっては、登校時間 他の友達からＥ君に伝わりました。怒ったＥ君

は変わらないですね。）そして、完全下校時間 は、自分の日記にきつい言葉で文句を書きまし

が、今より３０分早い１８時となります。各部 た。あっという間にＳＮＳ上に

活動の練習内容によっては、もっと早い時間に 広まりました。落ち込んだＤ君

下校になる生徒もいるでしょう。 は学校へ行けなくなりました。

欧州や北米などで行われているサマータイム 冗談を言い、日記に書く、実生活ならそれで

は標準時間を１時間進める制度です。そのメリ 終わったのでしょうが、ＳＮＳは子どもたち（私

ットとして、健康的になれる（日常活動のレベ たち）が思っている以上に衆人環視の状況だと

ルが 15 ～ 20 ％アップするという調査発表もあ いうことです。

ります）、省エネになる、交通事故が減る、犯 昔、うっかり出した個人情報がもとで、海外

罪の予防になる、などが挙げられ を含む方々から電話が鳴り止まず、大変な思い

ています。 をした家庭もありました。

西中生も、この期間、勉強も部 ラインなどでは既読スルー、（メッセージ機

活も活発に行い、明るいうちに安 能によって送信した内容を、相手が読んでいる

全に帰宅し、そして家で過ごす時間を有効に使 にも関わらず返信が来ないこと）などでのトラ

ってくれると思っています。 月曜日に、西中 ブルもあるそうです。相手の都合や状況がわか

サマータイムの意義と、原則半袖ハーフパンツ らないのに、何でだろうと怒ったり、不安がっ

で過ごすことなどのいくつかの約束事を、生徒 たり、自分中心に物事を考え、自分のことしか

指導主事が生徒に伝えました。 考えていない行為に思えます。

某市の出来事です。 このような例が実は数多く（西中も

ＳＮＳを使ったやりと 含め）報告されています。

りで、この一言が原因 インターネット上では一度出た情報は、二度

で大きなトラブルになったそうです。Ａさんと と消せないと言われます。スマホやケータイを

Ｂさんが、遊びに出かけるやりとりをしていま 持たせていないから大丈夫と思うとこれも危険

した。Ｃさんが、会話に参加し、自分も一緒に です。ゲーム機などの通信機能でのトラブルも

行きたい気持ちを伝えました。Ａさんが集合場 多いのです。

所を伝えました。Ｂさんが「何で来るの」と送 以前にも書きましたが、今は実生活の中でコ

信しました。それきり会話が途 ミュニケーション能力を高めていくことが大切

切れました。その後、悪口の書 です。まずはお子さんの話を「聴くこと」を大

き込み、無視などのトラブルに 事にしていきたいものですね。

発展し大騒ぎになりました。 寒暖の差が激しいようです。

交通手段を聞いたつもりが「なぜ来るのか？」 体調管理に気をつけましょう。

と受け取られ、周りを巻き込んで大騒ぎ。笑い こんな時こそ、「早寝・早起き・朝ご飯」ですね。

目指す生徒像：「自ら学び自ら考える生徒 心豊かで思いやりのある生徒 健康でたくましい生徒」
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